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2月
定例会

・	町制施行70周年記念式典� 350万円　　
・	移住定住促進（定住促進賃貸住宅建設費補助等）� 915万円　　
・	妊婦のための支援給付金（国・県・町支援）� 340万円　　
・	すこやか育児手当（小・中学校入学、中学校卒業祝金等）� 426万円　　
・	保育対策等促進（小坂マリア園保育サポート・運営費補助、在宅育児支援）�3,711万円　　
・	道路・橋りょう新設改良（橋りょう長寿命化等）� 1億172万円　　
・	中学校整備事業（西側外壁漏水補修工事）� 1,496万円 ほか

令和７年度� 一般会計予算45億1,900万円令和７年度� 一般会計予算45億1,900万円
・旧十和田分館解体工事�・旧十和田分館解体工事� 1億9,2711億9,271万円 万円 
・総合計画策定・総合計画策定（後期基本計画策定）（後期基本計画策定）��1,0751,075万円万円  
・地域おこし協力隊事業�・地域おこし協力隊事業� 2,1162,116万円万円
・・脱炭素社会の推進脱炭素社会の推進（地球温暖化対策推進事業等）（地球温暖化対策推進事業等）��1,0491,049万万円円

小坂町一般会計及び特別会計
（単位：千円）

区　　　分
予　算　額 比　　　較

令　和
７年度

令　和
６年度 金額 （％）

一 般 会 計 4,519,000 4,235,000 284,000 6.7

特 別 会 計（ 合 計 ） 1,482,727 1,443,553 39,174 2.7

特　

別　

会　

計

国民健康保険特別会計 508,360 475,600 32,760 6.9

後期高齢者医療特別会計 91,472 90,900 572 0.6

介護保険特別会計 807,962 803,600 4,362 0.5

保 険 事 業 勘 定 803,900 799,900 4,000 0.5

介護サービス事業勘定 4,062 3,700 362 9.8

歯科診療所特別会計 63,015 62,200 815 1.3
中小企業従業員退職金等
共 済 事 業 特 別 会 計 5,052 4,900 152 3.1
菅 原 ヤ ヱ 奨 学 資 金
特 別 会 計 4,223 3,603 620 17.2

小坂財産区特別会計 2,643 2,750 △	 107 △	 3.9

企　

業　

会　

計

水道事業

会　　計

（収益的収入） 242,286 259,593 △	 17,307 △	 6.7

（収益的支出） 240,317 254,378 △	 14,061 △	 5.5

（資本的収入） 30,415 79,483 △	 49,068 △	 61.7

（資本的支出） 173,994 225,992 △	 51,998 △	 23.0

下水道事業

会　　　計

（収益的収入） 190,541 183,507 7,034 3.8

（収益的支出） 188,250 181,942 6,308 3.5

（資本的収入） 51,332 52,369 △	 1,037 △	 2.0

（資本的支出） 112,939 123,566 △	 10,627 △	 8.6

令
和
７
年
第
２
回

令
和
７
年
第
２
回

小
坂
町
議
会
定
例
会

小
坂
町
議
会
定
例
会

　

２
月
定
例
会
は
、
２
月
26
日
か

ら
３
月
７
日
ま
で
の
10
日
間
の
会

期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
予
算
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
２
日
間
に
わ
た
っ

て
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
予
算

を
審
議
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
新
年
度
予
算
関
係
議

案
10
件
、
条
例
関
係
議
案
14
件
、

令
和
６
年
度
補
正
予
算
関
係
議
案

８
件
、
そ
の
他
議
案
１
件
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
た
ほ
か
、
人
権

擁
護
委
員
の
推
薦
１
件
に
同
意
し
、

陳
情
は
２
件
を
採
択
、
１
件
を
不

採
択
と
し
、
意
見
書
案
２
件
を
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

（
３
面
以
降
に
議
案
一
覧 

）

人
事
案
件
に
同
意

人
事
案
件
に
同
意

人
権
擁
護
委
員

 

成
田　

真
紀
子 

氏
（
新
任
）
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災
害
弔
慰
金
支
給
条
例
の

災
害
弔
慰
金
支
給
条
例
の

一
部
改
正
を
可
決

一
部
改
正
を
可
決

　

災
害
弔
慰
金
支
給
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
新
た
に

「
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員

会
」
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
災

害
弔
慰
金
等
の
支
給
に
関
し
災
害

と
の
因
果
関
係
を
審
査
す
る
た
め

に
委
員
会
を
設
置
（
委
員
報
酬
は

日
額
１
万
円
）
す
る
も
の
で
あ
り
、

全
員
賛
成
で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
報
酬
に
関
す
る

消
防
団
員
の
報
酬
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

条
例
の
一
部
改
正
を
可
決

　

小
坂
町
消
防
団
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
消
防
団

員
の
年
額
報
酬
と
出
動
報
酬
を
改

定
す
る
も
の
で
あ
り
、
全
員
賛
成

で
可
決
と
な
り
ま
し
た
。
年
額
報

酬
等
の
改
定
後
の
額
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す（
令
和
７
年
４

月
１
日
施
行
）。

●年額報酬
　団長	 ：82,500円
　副団長	 ：69,000円
　分団長	 ：50,500円
　副分団長	：45,500円
　部長	 ：39,000円
　班長	 ：37,000円
　団員	 ：36,500円
●出動報酬（災害）
　�1回4千円又は8千円

令
和
６
年
度
一
般
会
計

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
の
主
な
内
容

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）
に
つ
い
て
は
、
８
０
１
万
８

千
円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
を
可

決
し
追
加
後
の
令
和
６
年
度
予
算

総
額
は
、
４
６
億
３
０
４
７
万
３

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
各
事
業

の
精
算
に
よ
る
減
額
と
、
各
基
金

へ
の
積
み
立
て
及
び
化
学
肥
料
低

減
機
械
等
導
入
支
援
事
業
補
助
金

２
７
９
万
円
や
起
業
支
援
補
助
金

１
５
０
万
円
増
額
分
な
ど
で
す
。

　

ま
た
、
次
の
７
事
業
に
つ
い
て

は
、
令
和
７
年
度
に
繰
越
と
な
り

ま
し
た
。

・
化
学
肥
料
低
減
機
械
等
導
入
支

援
事
業

・
地
域
商
品
券
事
業

・
町
道
苦
竹
山
崎
線
道
路
改
良
事

業
・
橋
梁
長
寿
命
化
事
業

・
町
道
牛
馬
長
根
１
号
線
外
舗
装

補
修
事
業

・
十
和
田
湖
和
井
内
エ
リ
ア
整
備

事
業

・
川
上
公
民
館
整
備
事
業

採決の際に賛否が分かれた案件の結果（２月定例会）
○：賛成　　●：反対　　欠：欠席　　退：退席　　（議長は採決に加わりません）

議　席　番　号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
採
決
結
果

議　員　名

案　件　名

船
水　

隆
一

工
藤　

文
明

菅
原　

明
雅

鹿
兒
島　

巖

椿
谷　

勇
次

本
田　

佳
子

木
村　

則
彦

秋
元　

英
俊

熊
谷　
　

聴

目
時　

重
雄

和解及び損害賠償の額を定めることについて ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 可決
刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定について ○ ○ ○ 退 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個
人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例制定について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 可決

デジタル・ベーシックインカム導入に関する意見書の提出についての陳情書 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 不採択

条例の改正 令和７年度予算 区分
審
議
さ
れ
た
議
案 

一
覧
（
※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。）

小
坂
町
消
防
団
服
務
規
律
及
び
懲
戒
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

総
務
福
祉
常
任
委
員
会
付
託

小
坂
町
消
防
団
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て

総
務
福
祉
常
任
委
員
会
付
託

小
坂
町
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
学
校
整
備
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
会
計
予
算  

水
道
事
業
会
計
予
算  

小
坂
財
産
区
特
別
会
計
予
算

菅
原
ヤ
ヱ
奨
学
資
金
特
別
会
計
予
算

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

歯
科
診
療
所
特
別
会
計
予
算

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

一
般
会
計
予
算第
２
回（
２
月
）定
例
会
　
　
　
議
　
案
　
名

9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 8 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 賛成 採決
結果0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 反対

可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 結果
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●
総
　
務
　
費

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集

問　

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

は
、
ブ
ド
ウ
や
移
住
定
住
関
連
の

協
力
隊
が
３
名
い
る
。
協
力
隊
の

募
集
の
仕
方
を
も
っ
と
グ
ロ
ー
バ

ル
に
自
由
に
募
集
で
き
な
い
か
。

答　

以
前
議
会
か
ら
の
質
問
に
も

あ
り
、
自
己
提
案
型
の
募
集
の
仕

方
を
考
え
て
み
た
が
、
実
際
応
募

が
あ
る
の
か
疑
問
で
あ
っ
た
。
各

課
に
募
集
内
容
を
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、
観
光
課
と
教
育
委
員
会
か

ら
手
が
上
が
り
、
観
光
と
文
化
財

を
活
用
し
た
隊
員
を
募
集
し
た
。

現
在
応
募
が
あ
る
状
況
。
今
後
は

自
己
提
案
型
も
検
討
し
、
ど
ん
ど

ん
協
力
隊
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　

ふ
る
さ
と
納
税
額
が
伸
び
て

い
な
い
が
、
理
由
は
何
か
。

答　

現
在
、
商
品
の
棚
が
品
薄
で

あ
り
、
期
待
通
り
と
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

意
見　

近
隣
市
が
伸
び
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
先
般
か
づ
の
牛
が
Ｇ

Ｉ
登
録
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
商

品
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
ふ
る

さ
と
納
税
額
を
伸
ば
し
て
ほ
し
い
。

基
金
の
積
立
に
つ
い
て

問　

基
金
に
つ
い
て
は
、
積
み
立

て
も
あ
る
が
、
取
り
崩
し
の
額
が

多
い
。
こ
の
背
景
の
説
明
を
。

答　

基
金
に
つ
い
て
は
、
当
初
予

算
の
額
で
あ
り
、
年
度
途
中
に
剰

余
金
が
増
え
る
と
積
立
は
増
え
る

見
込
み
で
あ
る
が
、
財
政
調
整
基

金
は
３
億
円
取
り
崩
し
し
な
い
と

予
算
編
成
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

経
常
経
費
が
増
え
、
財
政
が
硬
直

化
し
て
き
て
い
る
状
況
。

旧
十
和
田
分
館
解
体
工
事

問　

旧
十
和
田
分
館
の
解
体
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

文
化
庁
へ
の
届
け
出
等
大
丈
夫
か
。

答　

令
和
６
年
度
で
設
計
委
託
し
、

３
月
に
完
成
予
定
で
あ
る
。
文
化

庁
へ
の
手
続
き
は
進
め
て
お
り
、

５
月
中
に
は
許
可
さ
れ
る
見
通
し

で
あ
る
。
６
月
に
発
注
予
定
。

町
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
情
報
の
活
用

問　

町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）

情
報
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
登
録
者
数
の
目
標

は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は
、

目
標
３
０
０
人
と
し
て
い
る
が
、

年
度
途
中
か
ら
始
め
た
こ
と
も
あ

り
、
目
標
は
１
５
０
人
。
２
月
末

の
登
録
者
は
、
１
１
７
人
で
あ
る
。

ま
だ
、
町
か
ら
の
情
報
発
信
し
か

で
き
て
い
な
く
上
手
く
活
用
で
き

て
い
な
い
。
今
後
は
、
町
へ
の
情

報
提
供
や
申
請
、
施
設
予
約
等
に

も
拡
張
し
て
い
き
た
い
。

町
制
70
周
年
記
念
事
業

問　

町
制
70
周
年
記
念
事
業
は
式

典
だ
け
な
の
か
。
記
念
事
業
な
の

で
、
町
民
が
た
く
さ
ん
参
加
す
る

事
業
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　

今
回
は
、
町
民
が
楽
し
め
る

よ
う
な
も
の
に
し
た
い
。

自
治
会
館
の
冷
房
設
置
補
助

問　

以
前
一
般
質
問
し
た
自
治
会

館
の
冷
房
設
置
に
つ
い
て
、
令
和

７
年
度
予
算
で
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

冷
房
設
置
に
関
し
て
は
、
自

治
会
館
と
町
営
住
宅
等
の
個
人
宅

へ
の
補
助
が
課
題
と
し
て
あ
っ
た
。

町
営
住
宅
は
建
設
課
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
て
対
応
す
る

こ
と
と
し
、
自
治
会
館
は
、
既
に

設
置
し
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
公
平
性
・
整
合
性
を
考

え
、
当
初
予
算
で
は
見
送
っ
た
。

●
民
　
生
　
費

小
坂
マ
リ
ア
園
へ
の
支
援

問　

小
坂
マ
リ
ア
園
へ
の
支
援
に

つ
い
て
の
当
初
予
算
の
考
え
方
は
。

答　

小
坂
マ
リ
ア
園
の
経
営
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
赤
字

経
営
が
続
い
て
い
る
。
経
費
節

減
し
て
い
る
が
、
限
度
が
あ
る
。

令
和
８
年
度
は
、
定
員
を
減
ら
す

令
和
７
年
度
予
算

特
別
委
員
会

安
心
安
全
な
町
民
生
活
を
守
り
、
財
政
の
健
全
化
を

安
心
安
全
な
町
民
生
活
を
守
り
、
財
政
の
健
全
化
を

陳情 報告 その他 令和６年度補正予算 条例の改正 区分
「
最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」
の
採

択
を
求
め
る
陳
情
書

産
業
教
育
常
任
委
員
会
付
託

「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情

書 総
務
福
祉
常
任
委
員
会
付
託

デ
ジ
タ
ル
・
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
導
入
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
の
陳
情
書

総
務
福
祉
常
任
委
員
会
付
託

類
似
町
村
の
議
会
運
営
に
関
す
る
事
務
の
調
査

類
似
町
村
の
産
業
・
観
光
振
興
に
関
す
る
事
務
の
調
査

類
似
町
村
の
地
域
福
祉
に
関
す
る
事
務
の
調
査

最
低
賃
金
法
の
改
正
と
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
の
導
入
を
求
め
る
意
見
書                     

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て

下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

小
坂
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

菅
原
ヤ
ヱ
奨
学
資
金
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

中
小
企
業
従
業
員
退
職
金
等
共
済
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

小
坂
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

小
坂
町
産
業
振
興
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

第
２
回（
２
月
）定
例
会
　
議
案
名･

陳
情（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
）9 9 0 － － － 9 9 9 8 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 賛成

0 0 9 － － － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 反対
採択 採択 不採択 － － － 可決 可決 同意 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 可決 結果
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こ
と
で
、
運
営
収
入
が
増
え
、
赤

字
分
は
減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

意
見　

保
育
は
、
子
育
て
の
基
本

部
分
で
あ
り
、
国
の
措
置
等
工
夫

し
経
営
改
善
を
お
願
い
す
る
。　

問　

マ
リ
ア
園
へ
の
補
助
に
つ
い

て
の
財
源
は
何
か
。
ま
た
、
長
期

的
な
見
込
み
は
ど
う
か
。

答　

財
源
は
一
般
財
源
で
あ
り
、

来
年
度
以
降
当
分
の
間
は
２
千
万

円
程
を
見
込
ん
で
い
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　

現
在
週
３
回
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
最
終
的
に

目
指
す
と
こ
ろ
は
。

答　

令
和
７
年
度
に
週
４
回
ま
で

増
や
し
て
い
き
た
い
。
町
外
の
業

者
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
週
４

回
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
支
え
合
い
事
業

問　

地
域
支
え
合
い
事
業
と
し
て
、

各
自
治
会
で
敬
老
会
等
実
施
し
て

い
る
が
、
令
和
６
年
度
の
実
績
は
。

答  

令
和
６
年
度
は
、
38
自
治
会

が
取
り
組
み
、
75
才
以
上
の
１
１

０
２
人
を
対
象
に
実
施
し
た
。

●
農
林
水
産
業
費

誘
因
樹
木
伐
採
に
つ
い
て

問　

誘
因
樹
木
伐
採
補
助
の
令
和

６
年
度
実
績
は
。
自
治
会
の
ほ
か
、

個
人
で
も
申
請
で
き
な
い
か
。

答　

令
和
６
年
度
は
４
自
治
会
か

ら
申
請
が
５
件
あ
り
、
栗
・
柿
・

ク
ル
ミ
の
木
な
ど
10
本
の
実
績
で

あ
っ
た
。
誘
因
樹
木
は
空
き
家
の

樹
木
が
多
く
、
自
治
会
で
申
請
し

て
伐
採
し
て
も
ら
う
の
が
有
効
な

手
段
で
あ
る
。
個
人
か
ら
の
申
請

に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
く
。

●
商
　
工
　
費

町
施
設
の
指
定
管
理
委
託

問　

小
坂
ま
ち
づ
く
り（
株
）へ
の

指
定
管
理
委
託
料
は
、
各
施
設
合

計
で
４
４
０
０
万
円
余
り
。
将
来
、

町
予
算
を
圧
迫
し
な
い
よ
う
一
括

で
指
定
管
理
委
託
で
き
な
い
か
。

答　

指
定
管
理
委
託
は
原
則
的
に

施
設
単
位
で
行
う
事
と
な
っ
て
い

る
が
、
一
括
で
管
理
し
て
い
る
施

設
も
あ
り
、
運
営
面
等
ど
ち
ら
が

効
果
的
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

観
光
大
使
に
つ
い
て

問　

観
光
大
使
は
、
亡
く
な
ら
れ

た
方
や
立
場
が
変
わ
ら
れ
た
方
も

お
り
、
継
続
の
見
直
し
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

観
光
大
使
は
、
北
前
船
に
シ

フ
ト
し
大
館
の
規
模
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
大
館
市

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
機
会
に
き

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

●
土
　
木
　
費

問　

全
国
各
地
で
下
水
道
管
の
破

損
に
よ
る
道
路
陥
没
が
問
題
化
し

て
い
る
。
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

答  

小
坂
町
は
下
水
道
を
整
備
し

て
年
数
が
浅
く
、
管
は
塩
ビ
管
を

中
心
に
敷
設
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

全
国
同
様
の
問
題
は
無
い
も
の
と

考
え
る
。

●
消
　
防
　
費

問　

自
主
防
災
組
織
が
18
組
織
あ

る
が
、
未
だ
組
織
化
で
き
て
い
な

い
地
区
も
あ
る
。
自
治
会
単
位
だ

と
難
し
い
地
区
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

行
政
で
組
織
化
で
き
な
い
か
。

答  

自
治
会
の
高
齢
化
問
題
も
あ

る
。
自
治
会
単
位
で
は
な
く
分
割

す
る
な
ど
柔
軟
に
考
え
る
こ
と
も

必
要
で
あ
り
、
検
討
課
題
で
あ
る
。

●
教
　
育
　
費

中
学
校
体
育
館
の
防
寒
対
策

問　

中
学
校
体
育
館
（
セ
パ
ー
ム

ア
リ
ー
ナ
）
は
、
冬
場
大
会
等
で

使
用
す
る
機
会
が
多
い
が
、
寒
く

て
、
子
ど
も
た
ち
の
怪
我
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
。
防
寒
対
策
は

考
え
て
い
る
か
。

答　

大
会
時
は
学
校
の
ジ
ェ
ッ
ト

ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
る
。
以

前
の
暖
房
配
管
は
使
用
で
き
な
い
。

要
望　

他
の
学
校
で
は
対
策
し
て

い
る
所
も
あ
る
の
で
、
体
育
館
の

防
寒
対
策
を
お
願
い
す
る
。

●
一
般
会
計
総
括
質
疑

問　

少
子
化
に
よ
り
マ
リ
ア
園
の

運
営
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
若

者
定
住
と
い
う
町
づ
く
り
の
観
点

か
ら
、
町
が
支
援
し
て
い
く
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

子
育
て
は
町
の
重
要
施
策
で

あ
り
、
支
援
の
方
向
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

歳
入
は
税
収
の
不
足
も
あ
り

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
が
大

き
い
が
、
一
時
的
な
も
の
か
。
ま

た
、
経
常
経
費
の
節
減
や
基
金
の

積
み
増
し
は
ど
う
か
。

答　

税
収
は
、
町
内
の
大
企
業
の

影
響
が
大
き
く
、
歳
出
は
、
物
価

高
騰
や
人
件
費
の
増
が
今
後
も
続

い
て
い
く
と
予
想
さ
れ
、
政
策
的

経
費
も
経
常
経
費
化
し
て
き
て
い

る
。
経
費
の
削
減
に
努
力
す
る
と

と
も
に
、
令
和
６
年
度
決
算
を
み

な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
や
公
共

施
設
等
総
合
管
理
基
金
な
ど
計
画

的
に
積
み
増
し
し
て
い
き
た
い
。

問　

小
中
学
校
の
給
食
費
無
償
化

の
考
え
は
な
い
か
。

答　

国
の
政
策
判
断
を
見
極
め
な

が
ら
、
次
の
４
年
間
で
無
償
化
を

実
施
し
た
い
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計

意
見　

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

が
不
足
し
て
い
る
。
特
別
会
計
だ

け
で
な
く
、
町
全
体
で
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

令和７年度当初予算審議

予算特別委員会報告書
特記事項（令和７年２月定例会）

１．地域おこし協力隊事業は、定住促進にもつ
ながることから、募集の仕方を工夫し、さら
に拡大・成果がでるような取り組みを進めら
れたい。

２．ふるさと納税は、新たな特産品を積極的に
取り入れるなど、寄付額を伸ばす取り組みを
連携して推し進められたい。

３．小坂マリア園について、保育は子育ての基
本部分であり、町には必要不可欠であること
から、業務継続できるような経営改善や町か
らの支援を工夫されたい。

４．財政の健全性を確保するためにも、経常収
支比率を勘案した予算執行に努めていただき
たい。
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２月定例議会  一般質問

町政を問う
５人の議員が10項目について質問

１ ２番　 工藤　文明 議員
１．今シーズンの雪対策について
２．小坂町消防団の存続に向けた支援策について

５ ６番　 本田　佳子 議員
１．大雪時における除雪について
２．新しい認知症観の普及について

3 ４番　 鹿兒島　巖 議員
１．第６次総合計画に関わって

2 ８番　 秋元　英俊 議員
１．小坂町消防団活動強化について
２．ＡＥＤ設置について  
３．小坂中学校部活動地域移行について
４．行政執行責任者としてこの４年間の総括を

４ ７番　 木村　則彦 議員
１．町長の公約の取組状況について

十和田湖の冬景色

小
坂
町
消
防
団
の
存
続
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

問　

全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の

要
と
な
る
消
防
団
員
数
の
減
少
と

規
模
縮
小
が
続
き
、
有
事
の
際
に

対
応
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
深
刻
な
懸
念
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
小
坂
町
消
防
団
も
団
員

数
は
減
り
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

消
防
団
活
動
ま
で
縮
小
し
な
い
よ

う
配
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
状
と
し
て
、
消
防
団
の
活
動

費
用
が
十
分
に
足
り
て
い
る
の
か

を
伺
い
ま
す
。

答　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
に
要

し
た
経
費
は
、
年
額
報
酬
と
出
動

報
酬
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
団
の

各
車
両
に
つ
い
て
は
、
管
理
報
酬

を
支
給
し
て
い
る
ほ
か
、
消
防
団

器
具
置
き
場
に
つ
い
て
は
維
持
管
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問　

今
シ
ー
ズ
ン
は
平
年
よ
り
も

降
雪
量
が
多
く
、
近
隣
の
市
町
村

は
雪
に
対
す
る
警
戒
態
勢
を
す
み

や
か
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。
町
は

２
月
21
日
に
発
令
さ
れ
た
大
雪
警

報
の
発
令
に
合
わ
せ
て
４
日
間
、

町
災
害
連
絡
室
を
設
置
し
た
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
十
分
な
対
応

だ
っ
た
と
言
え
た
の
で
し
ょ
う
か
。

答　

ご
指
摘
が
あ
っ
た
災
害
連
絡

室
の
設
置
を
町
民
に
周
知
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
、
反
省
材
料
と
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
鹿
角
市
花
輪

の
観
測
地
点
で
積
雪
量
が
70
セ
ン

チ
を
超
え
た
場
合
、
当
町
で
も
警

戒
態
勢
を
取
っ
て
い
く
こ
と
を
今

後
検
討
い
た
し
ま
す
。

問　

今
年
の
雪
の
多
さ
に
町
民
の

方
々
は
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
皆
さ
ん
も
ご
存
じ

だ
っ
た
は
ず
で
す
。
各
担
当
部
署

で
持
っ
て
い
る
情
報
な
ど
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の
た

め
に
何
が
で
き
る
の
か
を
多
く
の

職
員
で
共
有
で
き
ま
す
か
ら
、
今

シ
ー
ズ
ン
の
雪
対
策
の
課
題
を
、

今
後
に
活
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
こ
の
先
起
こ
り
得
る
大

災
害
発
生
に
備
え
て
、
町
三
役
の

連
絡
体
制
に
つ
い
て
万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

町
の
連
絡
体
制
は
、
地
域
防

災
計
画
で
定
め
る
動
員
基
準
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
国
や
県
、

高
速
道
路
事
業
者
、
自
治
会
な
ど

と
の
情
報
共
有
、
連
携
を
図
り
、

対
応
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
三
役
の
連
絡
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
今
後
も
徹
底
し
て
ま
い

り
ま
す
。

十和田湖の冬景色

小
坂
町
消
防
団
の
存
続
に

向
け
た
支
援
に
つ
い
て

問　

全
国
的
な
傾
向
で
も
あ
り
ま

す
が
、
地
域
に
お
け
る
防
災
力
の

要
と
な
る
消
防
団
員
数
の
減
少
と

規
模
縮
小
が
続
き
、
有
事
の
際
に

対
応
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
い
う
深
刻
な
懸
念
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
小
坂
町
消
防
団
も
団
員

数
は
減
り
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

消
防
団
活
動
ま
で
縮
小
し
な
い
よ

う
配
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
状
と
し
て
、
消
防
団
の
活
動

費
用
が
十
分
に
足
り
て
い
る
の
か

を
伺
い
ま
す
。

答　

消
防
団
員
と
し
て
活
動
に
要

し
た
経
費
は
、
年
額
報
酬
と
出
動

報
酬
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
団
の

各
車
両
に
つ
い
て
は
、
管
理
報
酬

を
支
給
し
て
い
る
ほ
か
、
消
防
団

器
具
置
き
場
に
つ
い
て
は
維
持
管

理
費
を
町
で
負
担
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
活
動
に
お
い
て
、
現
状
で

は
支
障
が
な
い
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問　

令
和
４
年
度
に
団
員
へ
の
報

酬
が
個
人
口
座
へ
振
り
込
み
と

な
っ
た
関
係
で
、
団
や
班
を
運
営

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
団
員
か
ら

会
費
の
形
で
徴
収
し
、
運
営
さ
れ

て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の
現
状
に

つ
い
て
把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
か
。

答　

団
や
班
の
運
営
の
た
め
に
団

員
か
ら
会
費
徴
収
さ
れ
た
分
ま
で

は
、
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

意
見　

今
回
の
質
問
を
す
る
に
あ

た
り
、
団
員
か
ら
声
を
拾
っ
て
み

ま
し
た
。
あ
る
団
員
は
、
活
動
に

必
要
な
装
備
品
を
個
人
購
入
し
て

い
ま
し
た
。
各
班
で
徴
収
し
管
理

し
て
い
る
運
営
費
か
ら
装
備
品
を

購
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
聞

い
て
い
ま
す
。
各
分
団
や
班
で
管

理
し
て
い
る
運
営
費
に
つ
い
て
、

町
担
当
部
署
で
把
握
す
る
よ
う
に

願
い
ま
す
。

全国表彰 まとい

問　

各
班
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
か
ら
の
寄
付
金
や
自
治
会
か

ら
の
協
力
金
な
ど
を
活
用
し
て
い

る
も
の
と
伺
っ
て
い
ま
す
が
、
消

防
団
員
は
「
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
」
と
い
う
身
分
で
あ
る

以
上
、
寄
付
行
為
に
つ
い
て
制
限

を
受
け
る
立
場
に
な
り
ま
す
が
、

町
長
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答　

消
防
団
を
応
援
し
た
い
と
い

う
善
意
の
気
持
ち
で
住
人
か
ら
出

さ
れ
た
寄
付
金
な
ど
は
、
丁
重
に

お
預
か
り
し
、
消
防
団
活
動
の
た

め
に
有
効
利
用
し
て
も
構
わ
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
消
防
団
員
の
ほ

う
か
ら
住
人
に
対
し
て
寄
付
な
ど

を
募
る
行
為
は
、
誤
解
を
招
く
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
慎
む
べ

き
と
思
い
ま
す
。

意
見　

団
員
数
が
減
少
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
ピ
ン
チ
の
よ
う
に
も

見
え
ま
す
が
、
団
員
一
人
一
人
の

活
動
の
機
会
が
増
え
ま
す
の
で
、

誇
り
を
持
っ
て
活
動
す
る
団
員
が

増
え
て
く
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
を

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、
団
員
の
資

質
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
、
小
坂
町
消
防
団
に
と
っ
て
必

要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

町
で
負
担
し
て
い
る
団
に
対
す

る
予
算
と
、
団
や
班
で
管
理
し
て

い
る
運
営
費
を
整
理
さ
れ
た
う
え

で
、
適
正
な
予
算
執
行
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

令
和
６
年
度
の
雪
対
策
に
つ
い
て

町
長
　
今
後
、
観
測
地
点
で
70
セ
ン
チ
以
上
の
積
雪
が

あ
れ
ば
、
警
戒
対
策
を
と
る
こ
と
を
検
討
し
ま
す

工
く ど う

藤　文
ふみあき

明 議員
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小
坂
町
消
防
団
活
動
強
化
に
つ
い
て

問　

平
成
29
年
３
月
12
日
に
施
行

さ
れ
た
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

に
お
い
て
、
新
た
に
「
準
中
型
自

動
車
免
許
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
っ
て
、
普
通
自
動
車
免

許
を
取
得
し
た
消
防
団
員
は
車
両

総
重
量
３
．５
ト
ン
以
上
の
ポ
ン

プ
車
を
運
転
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

将
来
的
に
消
防
活
動
に
支
障
が
生

じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

消
防
団
員
に
準
中
型
自
動
車
免
許

取
得
に
つ
い
て
助
成
を
行
え
な
い
か
。

答　

小
坂
町
消
防
団
は
、
車
両
総

重
量
３
．
５
ト
ン
以
上
の
ポ
ン
プ

自
動
車
を
３
台
所
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
支
障
を
生
じ
た
例
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
将
来
的
に
も
安
定

し
て
ポ
ン
プ
自
動
車
を
運
転
で
き

る
団
員
を
確
保
す
る
た
め
、
消
防

団
幹
部
会
議
に
お
い
て
協
議
し
な

が
ら
、
免
許
取
得
助
成
に
つ
い
て

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

小坂町ポンプ車

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
に
つ
い
て

問　

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
を
各
自
治
会
館
に
設
置
で

き
な
い
か
。
少
な
く
て
も
指
定
緊

急
避
難
場
所
の
自
治
会
館
に
設
置

で
き
な
い
か
。

答　

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
こ
と
は

地
域
の
安
全
性
を
高
め
る
た
め
に

も
有
意
義
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
設
置
に

は
初
期
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
消

耗
品
の
交
換
等
、
維
持
管
理
の
コ

ス
ト
が
継
続
的
に
発
生
し
、
長
期

的
な
財
政
負
担
の
視
点
か
ら
検
討

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
指
定
緊
急
避
難
場
所

の
公
園
に
隣
接
す
る
自
治
会
館
に

設
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
数
量
も
限

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
検
討

す
る
余
地
は
あ
る
と
考
え
ま
す
の

で
、
関
係
す
る
自
治
会
と
協
議
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
坂
中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

問　

令
和
５
年
度
か
ら
小
坂
町
部

活
動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
部
活
動
地
域
移
行
の
協
議

を
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

令
和
６
年
度
末
に
お
け
る
進
捗
状

況
を
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
５
年
６
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
同
11
月
に
は
小

坂
町
部
活
動
地
域
移
行
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
小
坂
町
の
現
状

や
各
単
位
協
会
か
ら
の
意
見
を
踏

ま
え
、「
小
坂
町
部
活
動
地
域
移

行
推
進
計
画
」
の
策
定
に
着
手
し

ま
し
た
。
令
和
６
年
９
月
に
は
完

了
し
、
計
画
の
目
標
と
し
て
、
令

和
７
年
度
ま
で
に
学
校
担
当
顧
問

と
の
協
働
に
よ
る
一
つ
以
上
の
学

校
部
活
動
の
地
域
連
携
を
、
令
和

８
年
度
ま
で
に
部
活
動
指
導
員
の

み
に
よ
る
一
つ
以
上
の
休
日
の
学

校
部
活
動
の
地
域
連
携
を
掲
げ
、

９
月
か
ら
部
活
動
指
導
員
の
募
集

を
開
始
、
令
和
７
年
２
月
に
２
名

の
申
し
込
み
が
あ
り
、
今
後
の
面

接
、
審
査
を
経
て
登
録
と
な
っ
た

場
合
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
学
校

担
当
顧
問
と
協
働
で
の
指
導
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化

庁
の
部
活
動
改
革
に
関
す
る
実
行

会
議
で
議
論
さ
れ
た
内
容
の
発
表

に
合
わ
せ
て
、
令
和
８
年
度
以
降

の
町
の
推
進
計
画
を
見
直
し
て
い

く
予
定
で
す
。

小坂中学校

行
政
執
行
責
任
者
と
し
て
、

こ
の
４
年
間
の
総
括
を

問　

第
６
次
小
坂
町
総
合
計
画

前
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
こ
の

４
年
間
を
ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ

て
い
る
か
を
伺
い
ま
す
。

答　

４
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
同
時

に
第
６
次
小
坂
町
総
合
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
め
ざ
す
ま
ち

の
姿
に
掲
げ
た
「
人
と
自
然
と
文

化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
町

が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現

状
と
向
き
合
い
、
町
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
小
坂
の
未
来
を
つ
く
っ

て
い
け
る
よ
う
、「
町
民
が
幸
福

で
、
暮
ら
し
に
安
心
・
魅
力
・
楽

し
さ
が
あ
る
ま
ち
」「
風
土
を
守

り
、
躍
動
・
成
長
を
支
え
る
ま

ち
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た

い
、
訪
れ
た
い
、
関
わ
り
た
い
ま

ち
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
の
も

と
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
重
点

事
業
は
、
議
会
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
概
ね
達
成

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
が
、
重
要
課
題
で
あ
る

「
人
口
減
少
」
に
歯
止
め
を
か
け

る
に
は
至
ら
ず
、
容
易
に
解
決
で

き
る
課
題
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
防
災
力
の
強
化
や
脱

炭
素
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
な

が
ら
、
町
の
規
模
に
見
合
っ
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
町
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
質
問

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

秋
あきもと

元　英
ひでとし

俊 議員

町
長
　
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
重
点
事
業
は
、

概
ね
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

前
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
こ
の
４
年
間
を

ど
の
よ
う
に
総
括
さ
れ
て
い
る
の
か
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高
齢
者
が

　
住
み
続
け
ら
れ
る

町
づ
く
り
を

問　

町
の
人
口
構
成
や
人
口
動
向

な
ど
の
指
標
を
見
る
限
り
少
子
化

や
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
町
を
ど
う
作
り
上
げ
て
い

く
か
。

　

こ
の
冬
は
例
年
に
な
く
連
日
雪

が
降
り
、
除
雪
に
難
儀
し
て
い
る

が
、
厳
し
い
冬
の
間
で
も
こ
の
町

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
こ
そ
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。

　

町
の
中
心
部
な
ど
で
サ
高
住
や

冬
期
間
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

の
建
設
・
誘
致
が
あ
れ
ば
町
を
離

れ
る
こ
と
な
く
住
み
続
け
ら
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
施
策
を
後
期
計
画
の

柱
に
据
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

子
育
て
支
援
や
移
住
定
住
施
策
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
エ

リ
ア
整
備
な
ど
、
町
中
心
部
で
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
道
筋
を
つ
け
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
の
充
実
で

 

次
世
代
の
町
づ
く
り
へ
の

基
礎
作
り
を

  

町
長
　
学
校
給
食
の
無
償
化

を
実
現
し
た
い

問　

未
就
学
児
、
出
生
数
と
も
、

現
時
点
で
は
前
期
計
画
の
目
標
値

を
達
成
で
き
な
い
可
能
性
が
高
く

後
期
計
画
で
は
施
策
の
抜
本
的
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

　

全
国
的
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、

出
生
数
・
未
就
学
児
の
減
少
が
進

行
す
る
中
で
、
特
に
保
育
環
境
の

維
持
の
課
題
は
深
刻
化
を
増
し
て

お
り
、
乳
幼
児
・
未
就
学
児
へ
の

支
援
の
強
化
、
保
育
施
設
等
へ
の

支
援
の
具
体
的
な
強
化
な
ど
、
全

国
的
に
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
山

積
み
さ
れ
て
い
る
。

　

高
校
授
業
料
へ
の
支
援
や
小
中

学
校
の
給
食
費
無
償
化
な
ど
は
国

政
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ
、
給
食
の

無
償
化
に
つ
い
て
は
地
方
の
実
情

を
踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
速
や
か

に
実
現
す
る
と
答
弁
し
て
い
る
。

　

こ
の
課
題
で
は
国
対
応
を
待
つ

の
で
は
な
く
施
策
化
す
る
こ
と
を

提
案
し
て
き
た
。

　

後
期
計
画
の
中
に
明
記
し
、
後

期
計
画
初
年
度
か
ら
の
施
策
化
を

決
断
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　

給
食
費
の
無
償
化
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と
し
て

県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

も
し
町
長
と
し
て
引
き
続
き
任
に

つ
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
４
年
間
の

中
で
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　

自治会の敬老会で和井内ご夫妻に会いに

一
般
質
問

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

鹿
か ご し ま

兒島　巖
いわお

 議員

後
期
計
画
で
は
少
子
高
齢
化・

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
計
画
を

問　
「
ひ
と
と
自
然
と
文
化
を
未

来
に
つ
な
ぐ
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
を
掲
げ
た
第
６
次
小
坂
町
総

合
計
画
の
前
期
計
画
が
来
年
度
で

終
わ
り
、
後
期
計
画
の
策
定
に
取

り
か
か
る
が
、
前
期
計
画
の
進
捗

状
況
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

後
期
計
画
で
の
重
点
課
題
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答　

前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
重

点
事
業
は
概
ね
実
施
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
が
、

「
人
口
減
少
問
題
」
は
容
易
に
解

決
で
き
る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
最
重
点
課
題
と
し
て
前
期

計
画
の
最
終
年
度
、
そ
し
て
令
和

８
年
度
か
ら
始
ま
る
後
期
計
画
に

引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
　
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　
　
　
町
中
心
部
で
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を

第
６
次
総
合
計
画（
前
期
）の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
、

後
期
計
画
策
定
で
の
課
題
は
何
か

子どもは町の未来・小坂マリア園で



1010秋田県小坂町議会だより第113号　令和７年５月10日号

問　

町
長
は
４
年
前
の
選
挙
時
に

公
約
の
重
点
目
標
と
し
て
、
15
項

目
を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。

　

選
挙
時
に
掲
げ
た
目
標
は
重
要

な
約
束
で
す
の
で
、
そ
の
中
の
５

項
目
の
目
標
に
つ
い
て
、
取
組
み

状
況
と
評
価
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
結
果
、
町
長
の

公
約
と
し
て
達
成
さ
れ
た
と
お
考

え
な
の
か
を
伺
い
ま
す
。

目
標
❶　

町
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
や
若
者
世
代
に
つ
い
て
、
多
様

化
す
る
生
活
様
式
・
ニ
ー
ズ
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
個
々
の
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
支
援
を
充
実
。

答　

す
こ
や
か
育
児
手
当
事
業
や

保
育
料
無
償
化
、
小
坂
高
校
閉
校

に
伴
い
高
校
生
を
扶
養
す
る
家
庭

へ
の
支
援
、
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
子

育
て
に
希
望
を
持
て
る
環
境
づ
く

り
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

目
標
❷　

新
し
い
生
活
様
式
に
対

応
し
た
働
き
方
へ
の
理
解
、
導
入

を
促
し
、
新
た
な
地
域
経
済
の
活

力
を
取
り
入
れ
、
力
強
い
産
業
振

興
に
向
け
「
農･

商･
工
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
産
業
の
振
興
。七滝活性化拠点センター

答　

七
滝
活
性
化
拠
点
セ
ン
タ
ー

や
十
和
田
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の

テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
整
備
に
よ
り
企

業
誘
致
を
推
進
し
、
異
業
種
交
流

が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

農
政
で
は
農
地
利
用
の
姿
を
明

確
化
し
た
地
域
計
画
を
策
定
中
で

す
。
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
減
少

に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

を
図
る
こ
と
か
ら
、
農
業
機
械
の

自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
導
入
に
取
り

組
ん
だ
２
法
人
に
支
援
し
ま
し
た
。

目
標
❸　

自
然
環
境
を
将
来
に
引

き
継
い
で
い
く
た
め
、
自
然
環
境

に
配
慮
し
た
大
地
利
用
を
進
め
、

環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
意
識

し
、
循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
、

豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
る
。

答　

町
の
望
ま
し
い
環
境
の
将
来

像
を
示
し
、
施
策
を
計
画
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
第
３
次
小
坂
町

環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
す
「
小
坂
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
の
策
定
の

た
め
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

脱
炭
素
化
検
討
事
業
を
実
施
し
、

実
行
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
に
向

け
た
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

目
標
❹　

地
域
や
関
係
機
関
と
連

携
し
、
移
住
希
望
者
が
希
望
を

持
っ
て
移
住
で
き
る
よ
う
に
、
き

め
細
か
な
支
援
体
制
の
構
築
。

答  

定
住
人
口
の
増
加
を
図
る
た

め
に
、
住
宅
を
取
得
す
る
人
へ
の

補
助
を
行
い
、
毎
年
10
件
程
度
の

実
績
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入

れ
を
行
い
、
移
住
定
住
の
促
進
に

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
定
住
す
る

隊
員
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。

地域おこし協力隊の報告会

目
標
❺　

町
税
収
入
の
減
少
及
び

地
方
交
付
税
の
縮
減
に
よ
り
、
環

境
が
厳
し
い
中
で
、
町
民
に
信
頼

さ
れ
る
行
政
運
営
に
努
め
、
常
に

コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
健
全
な
財

政
運
営
に
よ
り
、
次
代
に
向
け
た

「
ま
ち
の
体
力
」
と
も
い
え
る
財

政
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

答　

ふ
る
さ
と
納
税
は
前
年
度
比

で
プ
ラ
ス
と
な
る
実
績
を
重
ね
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
は
新

商
品
の
開
発
が
進
ま
ず
前
年
か
ら

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

遊
休
財
産
の
活
用
・
公
共
施
設

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、
初
め

て
民
間
活
力
を
導
入
し
た
定
住
化

促
進
住
宅
を
、
上
小
坂
地
内
の
遊

休
町
有
地
に
建
設
し
ま
し
た
。

答　

重
点
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
実

施
で
き
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
成
果
の
現
れ
な
い
も
の
や
事

業
効
果
が
低
い
も
の
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
公
約
に
対
す
る
評
価
は

「
お
お
む
ね
達
成
で
き
た
」
と
考

え
ま
す
。

町
長
の
公
約
の
評
価
は

自
ら
が
報
告
す
べ
き

問　

選
挙
時
の
公
約
は
大
変
重
い

も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
本
来
で

あ
れ
ば
町
長
自
ら
が
、
１
年
ご
と

に
公
約
の
進
捗
状
況
や
、
４
年
間

の
総
括
を
町
政
報
告
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
報
告
す
る
べ
き
か
と

思
い
ま
す
が
、
お
考
え
を
伺
い
ま

す
。

答　

今
ま
で
公
約
の
評
価
を
そ
の

都
度
し
た
こ
と
は
な
い
。

意
見　

町
長
の
公
約
に
対
す
る
評

価
は
、
そ
の
都
度
自
ら
が
評
価
・

報
告
す
る
べ
き
と
思
う
。

木
きむら

村　則
のりひこ

彦 議員

一
般
質
問

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
長
　
お
お
む
ね
達
成
で
き
た
と
考
え
る

４
年
間
の
公
約
の
取
り
組
み
状
況
は
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問　

町
民
の
毎
日
の
生
活
に
、
道

の
確
保
は
大
変
重
要
だ
。
高
齢
者

や
、
一
人
暮
ら
し
が
多
い
小
坂
町

で
は
、
自
力
で
の
除
雪
は
困
難
だ
。

今
は
各
自
治
会
の
協
力
に
よ
り
、

間
口
除
雪
な
ど
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
こ
の
間
口
除
雪
と
同
じ
時

期
に
、
国
道
沿
い
の
歩
道
の
除
雪

が
始
ま
っ
た
が
、
一
昨
年
、
昨
年

の
降
雪
が
多
い
日
に
、
除
雪
さ
れ

な
い
日
が
幾
度
も
あ
り
、
苦
情
の

声
が
あ
っ
た
。
国
道
は
県
の
管
轄

で
、
町
で
は
一
切
触
れ
ら
れ
な
い

と
聞
い
て
い
る
が
、
振
興
局
と
の

連
携
は
取
れ
な
い
も
の
か
。
情
報

交
換
す
る
こ
と
で
、
も
っ
と
効
率

的
で
時
短
に
も
な
り
、
除
雪
の
苦

情
も
少
な
く
な
る
と
考
え
る
。
県

管
轄
の
歩
道
と
い
え
ど
も
、
町
民

の
生
活
道
路
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

バ
ス
停
留
所
も
点
在
し
て
お
り
、

優
先
順
位
は
高
い
。
特
に
降
雪
が

激
し
い
場
合
な
ど
、
除
雪
が
困
難

な
事
態
が
予
想
さ
れ
る
。
大
雪
時

に
お
け
る
本
町
の
除
雪
体
制
は
ど

の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

本
町
で
は
、
バ
ス
路
線
や
幹

線
道
路
は
昼
夜
を
問
わ
ず
優
先
し

て
実
施
し
、
最
低
一
車
線
を
確
保

し
交
通
障
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

ま
た
、
幹
線
道
路
以
外
の
町
の
歩

道
は
午
前
７
時
ま
で
に
初
期
除
雪

を
終
了
す
る
よ
う
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

問　

歩
道
除
雪
の
実
施
に
つ
い
て
、

確
実
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

町
で
管
理
し
て
い
る
町
道
向

陽
線
の
歩
道
除
雪
は
、
除
雪
業
務

を
委
託
し
て
い
る
小
坂
ま
ち
づ
く

り
株
式
会
社
に
定
期
的
に
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
随
時
実
施
し
て
い
ま

す
。
県
道
沿
い
の
歩
道
は
、
県
で

管
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鹿
角

地
域
振
興
局
建
設
部
や
建
設
部
か

ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が
、
定
期

的
に
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
除
雪
後
に
降
雪
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
に
は
、
除
雪
が
遅
れ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
な
お
、
地
域
住
民
か
ら
国
道

沿
い
の
歩
道
除
雪
に
つ
い
て
連
絡

を
受
け
た
場
合
に
は
、
町
建
設
課

職
員
が
現
地
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
振
興
局
建
設
部
へ
連
絡
し
、

対
応
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。　

問　

地
域
振
興
局
ま
た
は
、
委
託

業
者
と
の
連
携
は
取
れ
て
い
る
か
。

答　

鹿
角
地
域
振
興
局
に
お
い
て
、

鹿
角
管
内
の
関
係
機
関
や
除
雪
委

託
業
者
が
集
ま
り
除
雪
会
議
が
開

催
さ
れ
、
町
の
建
設
課
職
員
が
出

席
し
、
鹿
角
管
内
県
管
理
道
路
の

除
雪
計
画
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

て
い
ま
す
。

新
し
い
認
知
症
観
の
普
及
を

　
町
長
　「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」を

設
置
す
る

問　

２
０
２
２
年
の
調
査
に
よ
る

と
、
認
知
症
の
有
病
率
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
で
推
計
12
．３
％　

85
歳
以
上
に
な
る
と
急
激
に
上
昇

し
、
約
40
％
～
50
％
の
方
が
認
知

症
に
な
る
と
い
う
状
況
だ
。
認
知

症
予
防
群
の
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
も
年
齢
と
と
も
に
今
後
ま

す
ま
す
増
え
、
高
齢
者
の
３
人
に

１
人
が
認
知
症
か
Ｍ
Ｃ
Ｉ
と
い
う

時
代
と
な
る
。
認
知
症
基
本
法
で

は
、
認
知
症
の
方
を
含
め
た
国
民

一
人
一
人
が
共
に
支
え
合
い
な
が

ら
、
共
生
す
る
社
会
の
実
現
を
目

指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
認

知
症
観
に
立
っ
て
多
様
な
主
体
と

連
携
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
認
知
症
の
人
の
活

動
の
場
、
若
年
認
知
症
の
人
の
就

労
の
場
な
ど
の
確
保
に
向
け
た
自

治
体
と
企
業
の
連
携
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

町
で
は
、
介
護
予
防
事
業
や

認
知
症
カ
フ
ェ
等
に
軽
度
認
知
障

害
と
思
わ
れ
る
方
等
が
積
極
的
に

参
加
し
、
そ
の
中
で
関
係
機
関
と

の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で
社
会

参
加
が
促
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
若
年
認
知
症
の
方
に
特

化
し
た
具
体
的
な
対
策
は
展
開
し

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
関
係
機
関
と

連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

学
校
教
育
に
お
い
て
認
知
症

に
関
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る

取
り
組
み
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　

全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
る

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
２
０
０
５
年
か
ら
展
開
し
て
お

り
、
１
０
４
２
名
の
方
が
受
講
し

て
い
ま
す
。
小
学
生
を
対
象
と
し

た
養
成
講
座
を
実
施
し
た
ほ
か
、

中
学
校
で
は
「
小
坂
町
活
性
化
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一

環
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る

心
構
え
と
し
て
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

問　
「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
整

備
に
つ
い
て
本
町
で
は
未
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

答　

令
和
７
年
度
中
に
設
置
し
、

現
在
の
認
知
症
カ
フ
ェ
を
発
展
さ

せ
た
活
動
展
開
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
　

本
ほ ん だ

田　佳
よ し こ

子 議員

一
般
質
問

町
政
を
問
う

一
般
質
問

町
政
を
問
う

町
長
　
関
係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
む

大
雪
の
除
雪
体
制
を
効
率
的
に
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２
月
に
鹿
角
市
で
開
催
さ
れ
た

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
小
坂

町
の
選
手
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

試
合
結
果
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。

●
秋
田
県
女
子
リ
レ
ー
チ
ー
ム

「
第
２
位
」

一
走
安
保
胡
春
選
手（
鹿
角
高
校
）

二
走
澤
田
大
芽
選
手（
鹿
角
高
校
）

三
走
畔
上
凜
花
選
手（
日
本
大
学
）

四
走
本
田
千
佳
選
手（
県
ス
ポ
ー

ツ
協
会
）

　

リ
レ
ー
メ
ン
バ
ー
４
名
中
３
名

が
小
坂
町
の
選
手

（
一
・
二
・
四
走
）

で
し
た
。

　

３
名
の
選
手
は
個

人
競
技
で
も
活
躍
し
、

入
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
国
内

の
み
な
ら
ず
、
世
界

選
手
権
等
の
代
表
に

も
選
出
さ
れ
出
場
し

た
選
手
や
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
優
勝
し
た
選

手
も
お
り
、
ス
キ
ー

人
口
が
減
少
し
て
い

る
中
、
競
技
を
続
け
奮
闘
し
て
い

る
姿
に
は
感
動
を
覚
え
ま
す
。

　

小
坂
町
民
と
し
て
選
手
の
皆
さ

ん
を
誇
り
に
思
い
、
今
後
ま
す
ま

す
の
ご
活
躍
を
大
い
に
期
待
い
た

し
ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
は
、
各
種
大
会

で
の
功
績
を
た
た
え
ら
れ
、
秋
田

県
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
小
坂
町
ス
ポ
ー

ツ
賞
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
世
界
情
勢
が
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
す
る
中
で
、
物
価
高
騰

等
々
私
た
ち
の
生
活
も
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ど
う

す
れ
ば
よ
い
方
向
へ
と
進
ん
で
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
問
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
80
年

前
、
戦
争
に
よ
り
絶
望
的
な
状
況

下
か
ら
、先
代
の
先
輩
方
は
、悠
々

と
そ
の
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
。
小
坂
町
は
世
界
情
勢
が
変
わ

る
こ
と
で
特
に
影
響
を
受
け
や
す

い
よ
う
で
す
が
、
景
気
が
悪
化
し

て
も
、
私
た
ち
も
、
し
っ
か
り
と

難
を
乗
り
越
え
て
い
け
る
よ
う
、

皆
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
は
、
大
変
重
要
で
ご

ざ
い
ま
す
。
よ
り
良
い
町
に
す
る

た
め
、
ど
う
ぞ
皆
様
の
声
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
議
会
広
報
は
、

町
の
情
勢
や
議
員
活
動
、
そ
の
他

の
情
報
を
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
あ
り
ま
す
。
安
全
で
安

心
で
き
る
住
み
良
い
小
坂
町
を
目

指
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

広
報
委
員　

本
田
佳
子

編
集
後

編
集
後
記記

あ
き
た
鹿
角
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
冬
季
ス
キ
ー
）で

小
坂
町
選
手
が

大
活
躍

小坂町議会主催

令和７年6月27日（金） 18：30～ セパーム
（全町地区対象）

お問い合わせ先　
　　議会事務局　℡２９－３９１４

　町民と語る会第１回目は、全町地区を対象
に開催いたします。
　この町民と語る会は、議会活動の説明のほ
か、まちづくりについて皆さんと語り合う機
会を重視しております。
　皆様から貴重なご意見・ご提言をいただき
たく、多くの皆様のご参加
をお待ちしております。

町民と語る会

左から安保選手と澤田選手。右端は本田選手


